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　消防庁では、危険物を取り扱う事業所における自主保
安体制の確立を図るため、毎年６月の第２週（平成26
年度は６月８日（日）から６月14日（土）までの７日間）
を「危険物安全週間」として、危険物保安に対する意識
の高揚及び啓発を推進する様々な行事を開催しました。

　６月９日（月）に開催した「危険物安全大会」では、
危険物保安功労者等消防庁長官表彰式及び記念講演が行
われ、開会にあたり大石利雄消防庁長官が式辞を述べま
した。

●消防庁長官式辞
　平成26年度危険物安全大会表彰等を挙行するに当た
り、一言ごあいさつ申し上げます。
　この表彰式は、危険物の保安体制の拡充と危険物の保
安に関する国民意識の向上を目的に危険物安全週間の行
事の一環として行うものです。
　危険物を取り扱う施設の安全を確保することは、我が
国の経済活動や国民生活にとって極めて重要なことで
す。
　本日、表彰を受けられる皆様は、危険物の事故を防止
するため、日々細心の注意により安全確保に努められ、
また、地域社会の安心・安全のために御尽力されている
方々です。その御功績に対し、深く感謝と敬意を表する
次第です。
　近年、危険物施設において深刻な爆発火災事故が複数
発生しています。本年１月には三重県四日市市において
化学工場の爆発事故が発生し､ 多くの方が犠牲になりま
した。
　こうした事故の背景として、団塊世代の退職や設備の
自動化などにより、職場の危険予知能力が低下している
ことや、危険物の性質や装置についての理解不足といっ
たノウファイの不徹底により、緊急時の対応能力が低下
していることが指摘されています。
　こうした中、本年２月に内閣官房の主導の下、消防庁、

「平成26年度危険物安全週間」推進行事の実施結果

危険物保安室

厚生労働省及び経済産業省の局長級の連絡会議を設置
し、重大事故防止のため取り組むべき対策について、５
月に報告書を取りまとめ、関係者に周知、徹底を図った
ところです。この中で
・経営トップ自らが安全・事故防止に対する強い意識を

持ち、安全最優先の方針を積極的に発信し、具体的な
行動を示すこと、

・マニュアルの背景にあるノウファイを理解させるため
人材育成と技術伝承を行うことなどの重要性を説いて
います。

　これと併せて、消防庁では業界団体などと協力して、
事故防止や安全意識の高揚を図るため「危険物等事故防
止安全憲章」を策定し、過去に起きた事故の教訓や、先
進的な安全対策などの情報共有を推進しています。
　皆様の自主的な事故防止の取り組みが保安体制の充実
には不可欠です。
　本日受賞されます方々には、今後とも地域社会の安心・
安全のため、より一層の御貢献を頂きますよう心からお
願い申し上げますとともに、皆様の御健勝と御発展を祈
念して式辞とします。

危険物安全大会における大石利雄消防庁長官式辞

◇危険物安全大会
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問合わせ先
　消防庁危険物保安室　企画係　佐藤・水野
　TEL: 03-5253-7524

　危険物保安功労者等の表彰 山口裕幸 氏による記念講演

●消防庁長官表彰
１　危険物保安功労者（個人）　　　　　　

35名
２　危険物保安功労者（団体）　　　　　　　

４団体
３　優良危険物関係事業所　　　　　　　　

43事業所
４　危険物安全週間推進標語
　　「危険物　読みはまっすぐ　ゼロ災害」
　　　内海照義 氏
５　危険物事故防止対策論文（２作品）

①『「現場の声」から見た最近のコンビナート事業所
の特徴とこれからの事故防止に求められること』

　　山口県総務部防災危機管理課産業保安班
　　　勢登俊明 氏

②『現場保安力強化のためのプラントアラームシステ
ム再構築　－気づきを高める仕組みづくり－』

　　日本エイアンドエル(株)愛媛工場製造部　
　　　星川道夫 氏

アズビル(株)アドバンスオートメーションカンパ
ニーマーケティング部制御管理１グループ　

　　　髙井努 氏

●記念講演
山口裕幸 氏

（九州大学大学院人間環境学研究院心理学講座教授）
「チームによる安全管理を考える

－社会心理学的アプローチ－」

　６月10日（火）（東京会場）及び12日（木）（大阪会場）
に開催された「危険物施設安全推進講演会」では、危険
物関係事業所の従業員や消防関係者を対象として、基調
講演及び事故事例発表が行われました。

●基調講演
長谷川和俊 氏

（名古屋大学大学院工学研究科特任教授）
「危険物のリスク管理－現状と今後－」

●事故事例発表
１　亀井輝雄 氏
　　（株式会社 日本触媒 レスポンシブル・ケア室長）
　「アクリル酸製造施設事故　再発防止の取組みについて」
２　山口茂夫 氏
　　（出光興産 株式会社 ベトナム事業室）
　 「 浮き屋根式屋外貯蔵タンクの浮き屋根沈下事象発

生後の安全処置について」

　このほか、各都道府県及び全国の消防本部においても
講演会、研修会、広報・啓発活動、立入検査、消防訓練、
表彰式等の様々な行事が行われました。

◇危険物施設安全推進講演会


